
総経費総経費総経費総経費3,0003,0003,0003,000万円万円万円万円をををを掛掛掛掛けたけたけたけた巨大巨大巨大巨大プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクトのののの集大成集大成集大成集大成    

「「「「EEEE----BOOKBOOKBOOKBOOK白書白書白書白書2007200720072007----2008200820082008」」」」遂遂遂遂にににに発売発売発売発売!!!!!!!!    

 

 



はじめにお読み下さい。 

 

記事サンプルダウンロードいただきまして誠にありがとうございます。 

 

 

「Ｅ－ＢＯＯＫ白書2007－2008」では収録した２５１の情報商品を 

ＡＡ、Ａ、Ｂ、Ｃ、評価外 の５段階で評価しております。 

 

総論といたしましては、Ｂ評価の上位商品以上から 

 

「書店では買えない価値ある情報」 

「高額を支払って手に入れる情報」 

 

という本来の情報商材のコンセプトに合致する商品といえそうです。 

 

このような「利益を生む情報」「購入者を満足させる情報」「価格以上の価値のある情報」

はどんどん世に広めていきたいと思うと同時に、 

 

誇大広告や虚偽広告で商品を高額で売りさばく詐欺発行人を排除するべく 

闘って参りたいと考えております。 

 

私共は、「Ｅ－ＢＯＯＫ白書」シリーズの刊行を通して、 

「高額情報を買う前に購入価値を知ることができる」 

 

という市場環境を整備して参る所存です。 

株式会社 トレンドライフ 

代表取締役 高橋範夫 

 

 

 

 

http://analyze.full-marke.com/af.do?ad=4808d440737 

    http://analyze.full-marke.com/af.do?ad=1a7a05f7739 

 

http://analyze.full-marke.com/af.do?ad=2da41d13738 
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驚異の必勝馬券術
～競馬はギャンブルじゃない。競馬で経済的独立を～

任意の競馬新聞の記者予想欄の印（◎、○、▲等）から枠番を点数化。3つの枠番から連

動する買い目を決定。距離、条件、馬場のデータを加味することで本命、穴など買い方に

幅を持たせている。要は昔からある出目連動表。20レースで回収率130％を目指す。

インフォカート……………ー位

インフォトップ …………63位

インフォストア …………80位

主要ASP売上げランキング

レーダー分析

PDF 書籍 ソフトウェア 音声ファイル DVD CD メールサポート 電話サポート サポートフォーラム 返金保証 その他

コース コース商材形態 サポート形態 商材価格 アフィリ報酬

12,33839,800A

発行元情報

■著者名
■販売業者
■運営統括責任者
■所在地

■電話番号
■Eメール
■URL

米倉紀彦
オフィスフレック事務局
オフィスフレック事務局
〒227-0038 
神奈川県横浜市青葉区奈良1-20-5-201 
045-962-9158
info@office-fleq.com
http://www.office-fleq.com/ny/index.html

B
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出るとは言い難い。今回の検証結果でも一時的にプラスになるも、最終的には大幅な
マイナスに終わった。使用する新聞により、結果は全く違うものになってしまうのも問題。

利益が出るか △△
競馬の知識はほとんど必要なく、1レースあたりほんの5分程度で買い目が分か
る。但し馬場状態もファクターの一つなので当日の天候を知る必要がある。

ノウハウの実行に費やす時間は適正か ○○
試行を重ねることで、ある程度の回収は可能。しかし購入馬券は枠番のみ
なので配当が少額傾向にあるため、的中してもマイナスとなる場合もある。

元は取れるか △△
よくあるマーチンゲール式とは異なるため、投じる金額の負担は軽い。買い目を枠
番だけに絞ったのも回収率を第一に考えての事だと思われ、実現性は十分にある。

実現性があるか ○○
ギャンブルやツキの概論など、本必勝法とは無関係の内容が展開され、混乱を招きがち。但し文章は読みやすい。肝心の必
勝法部分の手順については、やや説明不足。その点については毎週配信のメルマガやメールサポートでカバーしている模様。

手順が分かりやすく示されているか △△
同じ競馬新聞を継続して使用することが前提で、それはさほど難しくない。知識
面においても、競馬新聞の印（◎、○、▲）が理解出来ていれば実施できる。

実施におけるハードルは低いか ○○
要は出目表であり、競馬の出走頭数によっては買えない買い目（例7枠
のレースで8枠推奨など）もある。役に立つ（儲かる）とは言い切れない。

そのノウハウは役に立つか △△
JRAでは、午前中のレースであっても枠連の投票額は1000万円強にも達
するため、余程まとまった額の投票が行われない限り大きな影響はない。

利用者増加による影響を受けないか ○○
法律の改正などに影響を受ける内容ではない。

法律や条例改正の影響を受けないか ○○
『競馬で経済的独立』と謳ってはいるが過激な表現はない。しかし『利回り30％』
との文言が強調され、まるで堅実な金融商品であるかのような印象を受ける。

販売サイトに誇大表現が含まれていないか △△
馬券攻略法という商材の性格上、全てを販売サイトで公表することはでき
ない。その点は著者自身による無期限メールサポートでカバーするという。

販売サイトに説明不足な点はないか △△
法律に抵触するような内容はない。

法律に抵触していないか ○○
序盤で『ツキの法則』、中盤で『大数の法則』など本必勝法とは無関係の論調が展開されているのはクレーム時の対応策
に用意されたものに感じる。また『過去40年12万レースのデータから解析』とあるが、実証例がなく信憑性に欠けている。

倫理的に問題はないか △△
序盤で学術的なギャンブル論などが展開されており、それらに馴染みの無い人なら
新鮮に受け入れられる。必勝法自体は古くからある出目表なので特に驚きはない。

そのノウハウに驚きはあるか △△
出目表としてはない。また文中で『過去40年分の12万レース』とあるが実際にデ
ータとして挙げられてないのがなんとも惜しい。そのデータの希少性は十分にある。

希少性はあるか ×
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1．著者のギャンブル論
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2．大数の法則にまつわる概論

3．必勝法の説明

4．出目表

5．手順

6．評価

序章から『あなたはもうすぐ潰れてしまいそうです』

『あなたは間もなく「圧倒的自由」を手に入れる』な

ど、自己啓発的な文言が踊る。ほかにギャンブル論と

して『ツキというものは存在せず、全ては確率によっ

て収束する』など語り尽くされた内容ではあるが、初

めて読む人にとっては参考になる点も。また文体は

「金持ち父さん」などの自己啓発関連書籍に酷似して

いる。

E-BOOKの評論

2．大数の法則にまつわる概論

『大数の法則はギャンブルには疑いなく成立する絶

対の法則』としながら、『大数の法則のマイナスの影

響が出ない戦略を使用する』など、理論の飛躍が見ら

れる。また「確実に負ける賭け方」「確実に勝てる賭

け方」が記されている。要は「試行を少なく効率的に

賭ければ勝てる」と読み取れるのだが、この内容だと

試行を繰り返す本必勝法とは矛盾している点もある。

3．必勝法の説明

『過去40年分の12万レースのデータを参考にした結

果、枠連が的中率、回収率において一番成績がいい』

と前置きした上で、必勝法の具体的な説明に入る。

『必ず同一の新聞で、途中で新聞を変えない』とある。

まずは競馬記者の印が付いていない3つの枠を選ぶ。

枠が絞りきれなければ記者の印を点数化して選ぶ。最

終的に3つの枠を選び終えたら、その数字が記載され

ている出目表（ターゲットナンバー）を探す。さらに

出目表の選択データ（距離、条件、馬場）から本命路

線か穴路線かを選択。さらに資金の分配法、『統計上

は特別レース（9～12R）のほうが的中率は高い』など、

具体的に説明してある。

4．出目表

42ページから97ページまではターゲットナンバーと

呼んでいる出目表になっている。出目表にはA本線＝

本命サイドの買い目、B穴＝本命が絡まない買い目が

記載されている。いずれもここで言う本命とは自分が

参考にしている新聞の本誌（原文ママ）担当記者の◎

のことだ。そのほか、大穴やゾロ目などの買い目が各

ページに記載されてあり、参考にして欲しいとある。

5．手順

① 競馬予想専門紙を1紙用意する。スポーツ紙でも可。

だが今後変えてはならない。

② ターゲットナンバーを3つ割り出す。本誌予想（原

文ママ）の中から、何も印が無い枠を探し、3つあれ

ばそれがターゲットナンバーになる。何も印が無い枠

が2つの場合、または3つ以上の場合、計算が必要にな

る。『◎…5点　○…4点　☆…3点　▲…2点　△…1点

（上記はスポニチの記載を点数化しています。他の新

聞の場合「×」や「注」などの違う記載の場合があり

ますが、その場合はすべて3点で計算してください。）

あくまでも、枠全体の合計の点数です。どうしても合

計点数が同じになって、ターゲットナンバーが3つに

絞れない場合は、内側の枠を優先してください』。こ

れで計算の説明は終わりだが、この時点で結局点数が

多い枠を選ぶのか、少ない枠を選ぶのか一切の説明が

ない。これは致命的な欠点と思われる（編：注1）。ま

た点数が同じなら内枠を優先せよというのはかなり乱

暴な印象を受ける（編：注2）。

③ ターゲットナンバーの下にある選択データからレー

スの特性を割り出す。

『例えば距離「短：短距離レース。1400メートルまで」』

といった具合。ほかに条件、馬場があるがそれらが芝

かダートかでABに振り分けられる。

④ 選択データ3項目のABの組み合わせから買い目を決


